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「広報のと」1 月号の印刷費は一部当たり 26 円です。

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

あ
え
の
こ
と

田
の
神
様
に
感
謝
す
る

能
登
人
の
心
こ
そ
が

世
界
無
形
文
化
遺
産

Photo ／ 12 月 5 日夜、田の神様をもてなす赤田一男さん（当目）宅のあえのこと

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

「海上アルプス」

協力：佐野勝二さん

【絵・文】山﨑昭宏   http://blog.livedoor.jp/yurariburari/

能登半島から望む北アルプスは見る角度によって表情を変え、

森や海岸や港を伴う美景も様々です。

あなたのお気に入りの「海上アルプス」展望所はどこですか？

※無断転載を禁じます。



　

平
成
25
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
と

共
に
、
能
登
町
の
人
と
暮
ら
し
が
輝
き

を
増
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
能
登
町
を
総
括
し
て

申
し
ま
す
と
「
飛
躍
に
向
け
て
駆
け
出

し
た
年
」と
言
え
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

能
登
の
里
山
里
海
に
生
き
る
私
た
ち

が
い
た
だ
い
た
「
世
界
農
業
遺
産
」
と

い
う
栄
誉
を
弾
み
に
、
多
く
の
方
に
能

登
町
へ
来
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
と
し

て
、
人
材
育
成
や
研
究
調
査
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
関

連
付
け
た
い
こ
と
と
し
て
、
1
月
の
千

葉
県
流
山
市
、
11
月
の
宮
崎
県
小
林
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
人
や
物
、
文
化
な
ど
多
角
的
な
交

流
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、「
能
登
の

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら

議
会
活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
能
登
町
議
会
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙

を
賜
り
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
と
共
に
微
力
な

が
ら
も
町
政
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
年

末
に
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
発
表
し
た

「
金
」
の
漢
字
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
日
本
人
の
活
躍
、

山
中
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
な
ど
多
く
の
金

字
塔
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
29

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
師
走
の
衆
議
院
選

挙
が
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

里
山
里
海
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
相
互
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
も
守
り

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
大
相
撲
、
能
登
町

出
身
の
丹
蔵
隆
浩
関
が
十
両
に
昇
進
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
け
が
に
苦
し
ん
で

き
ま
し
た
が
、
見
事
関
取
の
座
を
つ
か

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

能
登
高
校
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
大
会
で
男
子
優

勝
、
女
子
が
３
位
と
劇
的
な
「
古
豪
復

活
」
を
果
た
し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男
子

も
県
大
会
優
勝
と
、
小
規
模
校
な
が
ら

２
本
の
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
町
内
数
多
く
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
に
お
い
て
も
、
成
果
を
収
め
た
方
は

一
様
に
、
更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い
た

こ
と
が
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
、
福
祉
、
防
災
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
勢
の

方
が
自
主
的
に
、
目
的
を
も
っ
て
、
地

域
の
た
め
、
町
の
た
め
に
ご
協
力
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
が
本
格
的
に

住
民
の
力
で
回
り
始
め
た
も
の
と
、
誠

に
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

未
来
へ
の
希
望
と
展
望
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
能
登
町
で
す
が
、
世
界
の
大
勢

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
山
中
教
授
の

座
右
の
銘
の
一
つ
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
＆ 

Ｈ
ａ
ｒ
ｄ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

（
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
）」と
い
う
言
葉
で
す
。

目
的
を
は
っ
き
り
持
っ
て
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
懸
命
に
努
力
す
る
と
い
う
こ
と

か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
日
本
人
に
は

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
に
労
を
惜
し
ま
な
い
誇

る
べ
き
精
神
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
に
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
加
わ
れ
ば
国

は
も
っ
と
良
く
な
る
、
町
も
良
く
な
る

と
強
く
思
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
と
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

の
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
、
新
町

に
な
っ
て
か
ら
初
と
な
る
被
災
地
の
復

興
状
況
お
よ
び
そ
の
後
の
取
り
組
み
を

参
考
と
す
べ
く
全
議
員
に
よ
る
視
察
研

修
の
実
施
、
今
後
の
能
登
町
の
行
政
組

織
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
庁
舎
等
の

在
り
方
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

討
論
を
重
ね
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

は
流
動
的
で
、
わ
が
国
も
震
災
復
興
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
財
政
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
世
界
に
信
頼
さ
れ
続
け
る
日
本
で

あ
る
た
め
に
も
、
か
た
く
な
に
地
域
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
夏
は
渇
水
に
よ
り
、
一
部
地
域
で

断
水
の
恐
れ
が
出
ま
し
た
が
、
企
業
や

各
家
庭
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
お
陰

を
も
ち
ま
し
て
、
危
機
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
迷
惑
を
承
知
で
節

水
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
目
に
見

え
て
そ
の
効
果
が
表
れ
ま
し
た
こ
と
は

感
謝
の
念
に
堪
え
ず
、
能
登
の
人
は
情

に
厚
い
こ
と
を
実
証
し
て
い
た
だ
い
た

と
も
言
え
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
能
登
の
心
を
持
っ
た
皆

様
と
共
に
、
飛
躍
に
向
け
て
駆
け
出
し

た
能
登
町
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
い
く

べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
議
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ

て
い
く
社
会
情
勢
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の

た
め
に
は
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご

提
言
が
必
要
で
あ
り
、
皆
様
と
町･

議

会
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
我
々
議

会
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
皆
様
に

と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

能登町長

持木  一茂
能登町議会議長

宮田  勝三
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Photo/ 妙高連峰からの日の出を宇出津港から望む
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【上】「長い間ご苦労さま
でした。どうぞ御幣にお
移りください」。自宅近
くの田んぼから田の神様
を迎える赤田さん夫妻。

【右】お風呂では、丁寧
に背中を流す。

【中】赤田家は料理のふ
たを取らずにもてなす。
ご飯は黒米を使う。

【左】御幣が掛けられて
いるものは、米俵を作っ
た時に用いた道具。

　植物公園合鹿庵では、あえのこと
の保全伝承のため 20 年以上前から実
演を行っている。執行する中正道さ
ん（上町）は、両親から受け継いだ
料理や作法の説明を入れながら神事
を進める。今年は地元柳田小学校の
6 年生が見学。中さんの説明に真剣
に耳を傾けていた。

【上左】くわを 3 回入れて稲株を起こ
し、田の神様をサカキに宿す。

【上中】「段差がございます。お気を
付けください」。目の不自由な田の上
様をゆっくりと案内する。

【上右】中家では、お風呂で背中を流
さず声かけのみ。

【左】収穫への感謝を述べた後、料理
を一品一品説明。一般的な小豆飯で
はなく白米を山盛りにする。

　ユネスコ無形文化遺産登録を機に、平成 20 年から地域であえのこ
とを伝承する国重地区。田の神様保存会の吉村安弘会長宅では、金沢
大学の学生 10 人が神事の作法や料理などを記録に残した。

【左】より代となる松の木の根元にサカキを立て、くわをを入れて田
の神様を迎える吉村さん。

【下】保存会員らがそれぞれ収穫した米も一緒に供えられる。 国指定無形民俗文化財／ユネスコ無形文化遺産

赤田家（当
目）

執行者：赤田一男さん

国重田の神様保存会
執行者：吉村安弘さん

合鹿庵（柳田植
物公園）

執行者：中  正道さん
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小林市と姉妹都市締結

「こ
こ
に
、
両
市
町
民
の
総

意
に
基
づ
き
、
新
市
町

名
で
改
め
て
小
林
市
と
能
登
町
の

姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結
す
る
」

　

11
月
23
日
に
小
林
市
で
行
わ
れ

た
姉
妹
都
市
調
印
式
。
肥
後
正
弘

小
林
市
長
と
持
木
一
茂
能
登
町
長

は
姉
妹
都
市
盟
約
書
に
サ
イ
ン
を

し
、固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

調
印
後
、
有
効
の
し
る
し
と
し

て
両
市
町
の
旗
と
記
念
樹
目
録
を

交
換
。
能
登
町
か
ら
は
「
モ
チ
ノ

キ
」
を
贈
り
、小
林
市
か
ら
は
「
モ

ミ
の
木
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
開
か
れ
た
祝
賀
会
に

は
、
両
市
町
の
政
治
、
経
済
、
観

光
関
係
者
ら
約
80
人
が
出
席
。
姉

妹
都
市
盟
約
の
締
結
を
祝
い
、
今

後
の
交
流
に
つ
い
て
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
と
し
て
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
小
林
市
と
能
登

町
。
今
後
は
さ
ら
な
る
交
流
の
促

進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

旧
野
尻
町
と
旧
能
都
町
の
姉
妹
都

市
締
結
か
ら
17
年
。
お
互
い
の
合

併
後
も
切
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

絆
は
、
新
た
な
形
で
さ
ら
に
強
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

小林市長　肥後正弘
　姉妹都市盟約を締結していた旧野尻

町と旧能都町は、共に市町村合併を経

たあとも中学生のホームステイ交流事

業をはじめとした姉妹都市としての交

流を進めてきました。

　今回の調印は、合併により両自治体

の名前が変わったことと、今後さらに

交流を深める意味で再度姉妹都市の盟

約を締結するものです。

　小林市は、この調印をきっかけに人的交流、物的交

流、文化的交流などのさまざまな交流事業を進めるた

め、姉妹都市交流促進協議会を立ち上げたいと考えて

います。

　その中で、能登町の日本酒や海産物、小林の焼酎や

10 月に長崎で開催されました全国和牛能力共進会に

おいて２連覇を果たした宮
みやざきぎゅう

崎牛の生産拠点である小林

の牛肉など地場産品の民間ベースでの交流、さらにお

互いの祭りにおける交流など文化的交流にも力を入れ

ていきたいと考えています。

　小林市は現在、「協働により九州一安心安全な小林

市」を目指した活動を進めているところでありますが、

能登町とは今後、災害時における相互応援協定なども

視野に入れながら、交流を深めていきたいと考えてい

ます。今後ともご理解とご協力をお願い申し上げます。

能登町長　持木一茂
　雄大なる九州山地と霧島連山より出

ずる湧水、その麓に神話の息吹ただよ

う宮崎県小林市と、日本海の海の幸、

能登丘陵の山の幸など自然の恵みを享

受する能登町が、長年固く結んできま

した姉妹都市提携という絆を改めて太

く、そして固く結ぶことができました。

心より感謝申し上げます。

　能登町と小林市は、地理的には非常

に遠い距離にあり、言葉や文化などあらゆる面で大き

な違いがあると思います。しかしながら、平成７年に

野尻町と能都町が姉妹都市を提携し、交流を重ねて実

感していることは、こういった違いがあるからこそ、

新しいことを知ることができ、新しいものを得ること

が多いということであり、改めて姉妹都市の意義を深

く考えさせられました。

　両市町が共に市町村合併を経て、規模の大きくなっ

た今後の交流には、商業や観光を含めた人的交流、そ

して歴史や文化などの心の交流、産業の技術交流など

いろいろな交流が考えられます。お互いに刺激し合い

ながら、深めて、そして高めていけるのではないかと

思っています。

　姉妹都市盟約の締結を機に、小林市と能登町が共に

飛躍するきっかけとなることを期待しています。

宮崎県

祝賀会では能登町の日本酒樽と小林市の焼
酎樽で鏡割り。両市町のさらなる交流と発
展を祈念した。

同日小林市内で開催された秋祭り会場にキ
リコが展示され、彌榮太鼓が披露された。
迫力の太鼓に観客は驚きの声を上げた。

「出の水淡水魚水族館」を視察する能登町
訪問団。水族館には世界の珍しい淡水魚
100 種 1800 匹が展示されている。

小林市

宮崎県

【宮崎県小林市】
　宮崎県の南西部、南九
州のほぼ中央部に位置す
る、人口約 48,000、世帯
数約 20,000 の自然豊かな
まち。霧島連山を源とす
る湧水に恵まれ、農畜産
業を基幹産業とする。温
暖な気候のもと、メロン
やマンゴー、ぶどう、梨、
栗などのフルーツや宮崎
牛が有名。
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第 4 回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月

５
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を

14
日
ま
で
の
10
日
間
と
定
め
、
平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
町
長
提
出
議
案
20
件

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
た

あ
と
、
３
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問
。
議
案

は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

平
成
23
年
度
決
算
13
件
を
認
定
。
議
案
20
件

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
議
会
提
出
議
案
4
件
と
選
挙
1
件
が
上

程
さ
れ
、
議
会
事
務
局
を
能
都
庁
舎
に
設
置

す
る
条
例
改
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
田
勝
三
副
議
長
、
久
田
良
平
議
長
の
辞

職
が
許
可
さ
れ
、
選
挙
の
結
果
、
南
正
晴
議

員
が
副
議
長
に
、
宮
田
勝
三
議
員
が
議
長
に

当
選
し
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
20
件

（
平
成
24
年
度
補
正
予
算
：
10
件
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▽
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億
３
７
３
８
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
４
８
億
９
３
８
１

万
４
千
円
と
す
る
。
長
期
債
繰
上
償
還
金
２

億
４
６
９
５
万
８
千
円
の
追
加
な
ど

・
有
線
放
送
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）・
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）・
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）・
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）・

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）・
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
能
登
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
規

約
の
一
部
変
更
の
協
議
に
つ
い
て

・
石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
組
合
規
約
の
一
部
変
更
の
協
議
に
つ
い
て

・「
能
登
町
公
共
下
水
道
小
木
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▽
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
「
あ
っ
ぷ
る
」
を
指
定

■
継
続
審
議
と
な
っ
た
請
願

文
化
施
設
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

■
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
石
川
県
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期

配
備
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
能
登
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
に
つ
い
て

・
能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

■
選
挙

能
登
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

当
選
し
た
選
挙
管
理
委
員
▽
國
分
雅
史
（
宇

出
津
）
▽
源
佐
美
畝
子
（
羽
根
）
▽
坂
東
裕

（
小
木
）
▽
桶
屋
政
雄
（
石
井
）

当
選
し
た
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
▽
中
谷
喜

代
信
（
宇
出
津
）
▽
西
郷
壽
代
（
真
脇
）
▽

松
井
英
芳
（
上
長
尾
）
▽
豊
若
幸
紀
（
白
丸
）

―
任
期
は
平
成
25
年
3
月
4
日
か
ら

■
否
決
さ
れ
た
議
会
議
案

能
登
町
議
会
事
務
局
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
議
会
事
務
局
の
住

所
を
能
登
町
字
宇
出
津
新
1
字
１
９
７
番
地

１
と
す
る
―
賛
成
５
で
否
決

議会事務局設置条例の
改正案を否決。議長、
副議長が交代。

　平成 24 年 12 月定例会におきま
して、議員の皆様からのご推挙を賜
り副議長に就任させていただきまし
た。責任の重大さに身が引き締まる
思いであります。
　二元代表制のもと、近年、町議会
の存在・役割が大きくなっておりま
す。町民目線の開かれた議会を目指
し、議長の補佐役として町民の負託
に応えるべく、福祉の向上、安全・
安心のまちづくり、町政発展のため
一生懸命頑張ってまいる所存であり
ます。
　今後とも町民の皆様にはご指導・
ご協力をお願い申し上げまして就任
の挨拶といたします。

副議長

南　正晴
みなみ・まさはる

（51 歳）＝鈴ヶ嶺

投票区 投票所 当日有
権者数

投票
者数

投票
率

第１
能都社会福祉会館（能都庁舎）
1 階集会室

1,703 1,107 65.00

第２ 宇出津小学校　1 階ロビー 1,709 1,088 63.66

第３ ひばり保育所　遊戯室 883 616 69.76

第４ 三波公民館　集会室 291 202 69.42

第５ 矢波集会所 264 174 65.91

第６ 神野公民館　ホール 553 359 64.92

第７ 鵜川公民館　図書室 1,010 644 63.76

第８ 瑞穂公民館　和室 671 419 62.44

第９ 宮地生活改善センター　集会室 244 180 73.77

第 10 柳田体育館 1,392 990 71.12

第 11 小間生公民館　会議室 461 322 69.85

第 12 上町地区生活改善センター　和室 761 533 70.04

第 13 岩井戸公民館　会議室 208 146 70.19

第 14 当目地区多目的研修集会センター 222 150 67.57

第 15 斉和多目的集会所 205 153 74.63

第 16 内浦福祉センター　1 階集会場 1,880 1,120 59.57

第 17 上区集会場 242 175 72.31

第 18 不動寺公民館　集会室 488 329 67.42

第 19 秋吉公民館　集会室 343 223 65.01

第 20
白丸コミュニティ施設　
多目的交流ホール

703 431 61.31

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 368 218 59.24

第 22 小木地区活性化センター　ロビー 1,869 1,104 59.07

第 23 高倉保育所　遊戯室 1,004 628 62.55

第 24 小浦地区集会所 197 157 79.70

合　　計 17,671 11,468 64.90

衆議院議員総選挙【小選挙区】投票率

第 46 回衆議院議員総選挙開票結果

投票率は64.90％（小選
挙区）

　解散に伴う第 46 回衆議院議員総選挙および第 22 回最高裁判
所裁判官国民審査は、12 月 16 日㈰に投票が行われ、即日開票さ
れました。期日前投票は 3,619 人（20.48％）、投票率は前回（平
成 21 年 8 月 30 日執行）を 8.95㌽下回る 64.90％でした。
　能登町の投票・開票結果は次のとおりです。

【小選挙区】

渡辺ゆう子　日本共産党 628

北村茂男　　自由民主党 6,712

近藤和也　　民主党 3,831

無効投票 297

投票者総数 11,468

【比例代表】

社会民主党 289

日本維新の会 1,340

民主党 2,141

みんなの党 424

幸福実現党 51

公明党 1,219

日本共産党 316

自由民主党 4,777

日本未来の党 363

無効投票 547

投票者総数 11,467

【最高裁判所裁判官国民審査】

有効投票数 10,782

無効投票数 392

不受理 0

不足 2

投票者総数 11,176
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～輪島税務署からのお知らせ～
申告相談会場は平成 25 年２月１日㈮から

　税務署の申告相談会場の開設日は、2 月 1 日㈮です。税務署に
おいて確定申告の相談を希望される人は、開設日以降にお越しい
ただきますようお願いします。
　1 月 31 日以前に確定申告の相談を希望する人は、税務署で相
談することができますが、限られた職員で対応していますのでお
待ちいただく場合があります。
　税務署の申告相談会場の受付時間は、午前９時から午後４時で
す。会場の混雑状況により、午後４時前であっても受付を終了す
る場合があります。　　　　　　問輪島税務署☎ 0768-22-2242

◆電子申告のご案内

　能登町では現在、地方税電子申告・申請（エルタックス）を受
付中です。地方税の申告の一部が、自宅やオフィスのパソコンか
らインターネットを利用して行うことができます。

〈利用できる手続き〉
・給与支払報告書、償却資産申告書・・・1 月 31 日締切
・法人町民税申告書・・・随時受け付け
※能登町では、電子納税には対応していません。
問㈳地方税電子化協議会☎ 0570 – 081459  http://www.eltax.jp
　役場税務課☎ 62 – 8505

◆償却資産をお持ちの人は申告が必要です

　毎年１月１日現在、事業に用いられる償却資産（構築物・機械・
船舶・運搬具・器具・備品など）を所有している人（個人・法人）
は、資産の多少に関わらず申告が必要です。期限内のなるべく早
期に申告するようお願いします。電子申告（エルタックス）で申
告する人は、申告書の提出は必要ありません。

〈申告期限〉1 月 31 日㈭
〈提出場所〉税務課、柳田・内浦サービス室、各支所・出張所

問役場税務課☎ 62-8505

◆農耕作業車のナンバー登録はお済みですか？

　小型特殊自動車に該当する農耕作業車は、軽自動車税の課税対
象になります。道路を走行しない場合であっても課税対象になり
ますので、対象車両を所有していて未登録の人は、軽自動車税の
登録手続きを行い、標識（ナンバー）の交付を受けてください。

〈対象車両〉乗用型で最高時速 35km 未満の農耕用トラクタやコ
ンバイン、田植機など
※運転席の無い、手押し式のものは対象ではありません。
※最高時速 35km 以上のものは固定資産税の課税対象になり、
償却資産の申告が必要です。

〈ナンバー登録に必要なもの〉印かん、登録する車両の車体（メー
カー名）や車台番号が分かるもの

〈手続き場所〉税務課、柳田・内浦サービス室、各支所
問役場税務課☎ 62-8505

TAX所得税
、町
・
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
24
年
分
所
得
税
、
平
成
25
年
度
町
・
県
民
税
（
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
）
の
申
告
受
付
は

２
月
18
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で
で
す
。
期
限
内
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
☎
62
ー
８
５
０
５

シ
ス
テ
ム
で
ス
ム
ー
ズ
な
申
告

　

能
登
町
で
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
会

場
で
『
確
定
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
』
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
申

告
に
必
要
な
も
の
（
下
記
参
照
）
を
持
参

す
る
だ
け
で
申
告
書
記
入
の
手
間
を
省

き
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
で
き
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

各
世
帯
へ
の
申
告
書
配
布
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
、
能
登

町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
の
世
帯
に

つ
き
１
枚
配
布
し
ま
す
（
2
月
配
布
）。

申
告
書
が
必
要
な
人
は
、
役
場
や
公
民
館

に
予
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
2
月
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申告に必要なもの

□印かん（必ずご持参ください）
□平成 24 年中の収入の分かる書類（給与・報酬・賃金・
　年金のある人は源泉徴収票。なくした人は再発行して
　もらいましょう）
□生命保険料・地震保険料控除などを受ける人は控除証
　明書
□国民年金保険料などを申告する人は納付額の証明書ま
　たは領収書
□障害者控除を受ける人は障害者手帳・療養手帳など確
　認できるもの
□医療費控除を受ける人は医療費の領収書、補てんされ
　る金額の明細書（ご自分で領収書・レシートの集計を
　しておいてください）
□寄附金控除を受ける人は、寄附先、寄附額を証明する
　もの
□住宅借入金等特別控除を受ける人はその必要書類
□農業所得の申告をするときは、収支内訳書を記入のう
　え、収入と支出の分かるもの
□所得税の還付を受ける人は本人名義の金融機関名、口
　座番号がわかるもの

◆期間前申告受付
　今回から申告期間中の混雑緩和のため、確
定申告の還付申告、住民税の所得がない人を
対象とした申告受付を次のとおり行います。
　該当する人は、早めに申告することをお勧
めします。

【役場会場】能都庁舎２階ロビー

　2 月 13 日㈬～ 15 日㈮　
　受付 9:00 ～ 16:00

◆休日申告受付
　休日にしか申告できない人を対象とした申
告受付を次のとおり行いますので、ご利用く
ださい。（確定申告の場合、税務署がお休みの
ため確認できないことがありますので、ご了
承ください）

【役場会場】能都庁舎２階ロビー
　3 月 3 日㈰・9 日㈯・10 日㈰
　受付 9:00 ～ 16:00

◆郵送での申告
　ご自分で町・県民税申告書を作成できる人
は、郵送による申告が便利です。
　申告会場に持参することなく、ポストに投
函するだけで申告ができます。郵送する場合
は、記載漏れや関係書類の添付漏れがないか
よく確認してください。
　町・県民税申告書が置いてある町内各公民
館に専用箱を設置しますので、そちらもご利
用ください。
※後日、申告内容などをお尋ねする場合があ
りますので、連絡先電話番号は必ず記入して
ください。申告書控用が必要な場合は、80 円
切手を貼った返信用封筒（定形）を同封して
ください。

【宛先】
〒 927-0492　
石川県鳳珠郡能登町字宇出津新 1-197-1

能登町役場税務課　行

※郵便番号を記載すれば住所を省略できます。

◉申告会場と日程
【役場会場】能都庁舎 2 階ロビー

　2 月 18 日㈪～ 3 月 15 日㈮
　受付 9:00 ～ 16:00（土・日曜を除く）

【小木会場】小木地区活性化センターロビー
　2 月 18 日㈪～ 22 日㈮
　受付 9:00 ～ 16:00

【高倉会場】高倉公民館 2 階会議室
　2 月 25 日㈪～ 26 ㈫
　受付 9:00 ～ 16:00

【鵜川会場】鵜川公民館 2 階ホール
　2 月 27 日㈬～ 3 月 1 日㈮
　受付 9:00 ～ 16:00

【柳田会場】柳田庁舎情報センター会議室
　3 月 5 日㈫～ 15 日㈮
　受付 9:00 ～ 16:00

【松波会場】内浦庁舎３階第１会議室
　3 月 5 日㈫～ 15 日㈮
　受付 9:00 ～ 16:00
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〈
日
時
〉
平
成
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年
１
月
13
日
㊐
午
前
11
時
～
（
受
付
10
時
30
分
～
）

〈
場
所
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内
浦
第
２
体
育
館

〈
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象
者
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成
４
年
４
月
２
日
～
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生
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の
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内
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１
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計
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ご
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け
く
だ
さ
い
。

平成 25 年能登町
【写真】昨年の成人式より



雪と強風の中、窓ふきをする団員

赤十字奉仕団内浦地区連絡会が奉仕活動

　能登町赤十字奉仕団内浦地区連絡会のメンバー 15
人が 12 月 6 日、小木デイサービスセンターで奉仕活
動を行いました。
　年に 2 回、団員が集まり奉仕活動をしている内浦
地区連絡会の活動は 20 年以上続いています。高木米
子地区委員長は「させていただいているという精神で
行っているこの活動で、感謝の言葉を掛けられた時に
やりがいを感じます」と話していました。

20年以上続くボランティア活動

「祈り・感謝・あえのこと」と題してお話しする中さん

「あえのこと」語りと食で紹介
やなぎだ荘で伝承者・中正道さん

　あえのことを伝承する中正道さん（上町）の語りと
食でこの神事への理解を深める催しは 12 月 1 日、国
民宿舎能登やなぎだ荘で開かれました。
　中さんは、盛り付けられた料理や神事の動作につい
てパネルを使って説明。参加した東海大学観光学部の
松本亮三学部長も興味深そうに聞き入っていました。
　このあと参加者は、能登丼の１つである「あえのこ
と丼」を食べながら談義に花を咲かせました。

　当目地区の魅力を探る集落調査を行った金沢大学・
佐川哲也ゼミの学生らによる結果報告会が 11 月 24 日、
地区集会所で開かれ、前日調べた地元に根付く文化や
風習などについて住民らに紹介しました。
　報告会には地区住民 13 人が参加。自分たちにとっ
ては当たり前なのに、外の人が見ると新鮮で貴重と感
じることに驚いていました。この事業は、住民に地元
の良さを再発見してもらうことなどが目的です。

地域資源カードを使い当目地区の魅力を紹介する学生

住民の当たり前が学生らの驚き
金大生　当目地区の魅力を探る

　バイオマス資源の先進的利用に取り組む金沢方面の
企業を視察し、未利用資源の有効活用を考えるツアー
が、11 月 29 日に行われました。
　町民やバイオマス関係者など 22 人が参加。視察先
では、炭化技術や太陽熱を利用したエネルギーの活用
方法などについて学びました。
　参加者は、新しい技術についての疑問や今後の課題、
対応について意見を交わしていました。

新しい技術に触れて学ぶ
バイオマス先進地視察ツアー

先進技術で製造された炭の説明を受ける参加者

読経が響く中、地元小学生により除幕された 大場飛行士に思いをはせる前田さん

　奥能登初のパイロットとして
大正 14 年 11 月 17 日、郷土訪
問飛行を決行した秋吉出身の大
場 辰 男 飛 行 士（ 平 成 10 年 没、
享年 94 歳）。その偉業を語り継
ぐため、郷土訪問飛行から 87
年後の 11 月 17 日、秋吉あまめ
はぎ公園内に「大場飛行士生誕
地」の標柱が建立されました。
　式典には地元住民ら約 70 人
が出席。代表世話人の前田利雄
さんは、訪問飛行の思い出を語
りながら「この偉業をいつまで
も残したい」と話しました。

「大場飛行士生誕地」標柱建立

郷土の偉人を永遠に語り継ぐ

模型を使ってステージ上に「あえのこと」を再現

能登の里山里海ＰＲイベント

　世界農業遺産に認定された「能登の里山里海」の魅
力を観光客らにアピールする「能登の神々と出会う」
が 12 月 1 日、ＪＲ金沢駅構内で行われました。
　能登町は「あえのこと」を紹介。特設ステージ上に
山菜の煮物や小豆ご飯など、田の神をもてなす際の料
理の模型を並べ、教育委員会事務局の新出直典学芸員
が説明。観客の１人が田の神を演じ、神を自宅へ迎え
てもてなす儀式を本番さながらに再現しました。

金沢駅で伝統の神事を再現

　世界農業遺産「能登の里山里海」を支える人の知恵
を伝承しようと 11 月 16 日から 3 日間、4 市 4 町の高
校生が聞き書き研修を行いました。
　世界農業遺産活用実行委員会（事務局・石川県里山
創成室）の事業。能登町では、のとキリシマツツジの
水木由一さんとあえのこと伝承者の中正道さんに能登
高校生がインタビュー。事前に用意した多くの質問を
ぶつけ、真剣にメモを取っていました。

能登高生が里山の知恵を学ぶ
里山里海聞き書き研修

のとキリシマツツジについて聞く能登高生
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まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATION

【能登町役場】☎62-1000（代）　
能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　会計課☎62-8509
柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304
内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502

　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

INFORMATION
まちからのお知らせ＆ニュース

能登町ふるさと大使在宅長寿祝い金

人権作文

第 11 回ふるさと未来塾

農口尚彦さん記念講演会

地域福祉推進員に委嘱状交付

東日本大震災義援金

能登町空き家情報

ニュースニュース

ニュース

お知らせ

お知らせ

ニュース

お知らせ

募集

　12 月 10 日、満 100 歳の誕生日を迎えた柏木の
森川ゆうのさん（大正元年 12 月 10 日生まれ）を
祝福するため持木町長が森川さん宅を訪問しまし
た。持木町長が「これからもお元気で」と声をかけ
て在宅長寿祝い金を手渡すと、森川さんは深々と頭
を下げて感謝の気持ちを表していました。

　法務省と全国人権擁護委員連合会が毎年実施する
「全国中学生人権作文コンテスト」。輪島地区審査会
や石川県審査で入賞した生徒に 12 月 4 日、表彰状
が伝達されました。また、積極的に応募した町内 3
中学校に感謝状が贈られました。
　受賞した皆さんは次のとおりです。（敬称略）

・石川県人権擁護委員連合会表彰
　入選　冨田彩加（能都中 3 年）
　入選　廣澤采奈（柳田中 1 年）

・輪島人権擁護委員協議会表彰
　新谷和希（小木中 3 年）

・感謝状　鵜川中学校、小木中学校、柳田中学校

　バイオマス資源を活用して循環型社会を築く手法
を学ぶ「ふるさと未来塾」の 11 回目を、次のとお
り開催します。どなたでも聴講できます。

〈日時〉1 月 26 日㈯　9:30 ～ 12:00
〈会場〉のと海洋ふれあいセンター（越坂）
　　　  海の自然体験館

〈講師〉のと海洋ふれあいセンター　
　　　　普及課長　坂井恵一氏
　　　　専門員　　池森貴彦氏

〈演題〉　『能登の海』
　「能登の海」について、絵や写真を使いながら初
心者にも分かりやすく教えていただきます。

〈定員〉30 人
〈参加費〉無料

　　　　　　　問ふるさと振興課☎ 62-8532

　「能登町ふるさと大使」に任命された農口尚彦さ
んによる講演会を下記のとおり開催します。

〈日時〉1 月 12 日㈯　17:00 ～ 18:10
〈会場〉ラブロ恋路　レストラン
〈演題〉『能登杜氏　農口尚彦が語る
　　　　　　　　　　　まちづくり・酒造り』

〈定員〉40 人
〈参加費〉無料（事前申し込みが必要）

問ふるさと振興課☎ 62-8532
※当日は午後 7 時から同じ会場で農口さんによる
食談義も計画されています。こちらに関する詳しい
ことはラブロ恋路（☎ 72-1234）まで。

　能登杜氏として長年活躍した農口尚彦さんが「能
登町ふるさと大使」に任命されました。持木町長か
ら委嘱状を受け取った農口さんは「能登の魅力と酒
造りの文化を若い人に伝えることで、少しでも役に
立ちたい」と抱負を述べました。
　全国新酒鑑評会での金賞 25 回や「現代の名工」
など、数々の実績を挙げ平成 24 年 6 月に第一線を
退いた農口さん。現在は全国各地での講演や能登杜
氏組合指導顧問として活動しています。

　地域福祉推進員は、高齢者や障害者など援護を必
要とする人が、地域の中で安心して暮らせるまちづ
くりを実現するため設けられた制度です。推進員は、
民生委員児童委員と連携して、見守りや声かけなど
を行います。
　委嘱状交付式は、11 月 16 日に能都庁舎で行われ、
126 人が委嘱を受けました。推進員は区・町会ご
とに選任され、今後 193 あるすべての区・町会へ
の設置を目指しています。

　町で受け付けていた義援金については、平成 24
年 12 月 13 日をもって終了しました。
　たくさんの町民の皆様や企業・団体等からの心温
まる善意とご協力をいただき、ありがとうございま
した。被災地の一日も早い復興をお祈りします。

【義援金受付総額】　12,754,183 円
　受け付けました義援金は、配分委員会にて決定し
以下のように被災地に配分しました。
〇岩手県　1,000,000 円
〇宮城県　3,000,000 円
〇福島県　3,000,000 円
〇宮城県女川町　1,000,000 円
〇宮城県亘理町　1,200,000 円
〇福島県相馬市　3,500,000 円
〇日本赤十字社石川県支部を通じて被災地へ　　　
　 54,183 円

問総務課危機管理室☎ 62-8510

　空き家があるけれど「当分住む予定が無いので貸
したい」、「売りたい」と思っている所有者の皆さん、
空き家登録をしませんか。
　能登町では町内の空き家をより良く活用するため
に「能登町空き家情報」事業を行っています。
　「能登町空き家情報」では、貸したい・売りたい
と考える空き家の所有者が空き家を町に登録申請し
てもらいます。その後、町が委託している「のと宅
地建物取引業組合」が登録可能かを調査し、登録可
能ならばホームページ（http://notolife.com/）に掲
載します。
　
　「家が古いから」「空き家内に荷物があるから」と
考えている人も、お気軽にお問い合わせください。
　

〈問い合わせ〉
・空き家情報登録の運用について

　　ふるさと振興課☎ 62-8532
・空き家・ホームページについて

　　のと宅地建物取引業組合☎ 62-2022

地域の支え合いで安心なまちづくり

義援金の受け付けを終了しました

あなたの空き家登録しませんか？

農
の ぐ ち

口尚彦さん（四方
山 ）がふるさと大使に森川ゆうのさん（柏

木）の100歳を祝う

中学生が人権の大切さを考える

バイオマス資源の利活用を学べます

まちづくりと酒造りについて語る
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持木町長に酒造りへの思いを語る農口さん



件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

林道開設事業　林道上河内線　開設工事 北河内 農林水産課 42,420,000 円 寺西建設㈱

能都健民テニスコート　照明灯設置工事 藤波
教育委員会

事務局

16,800,000 円 内浦電気工業㈱

鵜川中学校　屋外教育環境整備（グラウンド）
工事　（舗装工） 鵜川 27,825,000 円 丸建道路㈱

町道瑞穂 14 号線　道路改良工事 瑞穂 建設課 13,713,000 円 須美矢建設㈱

上町第 1 送水ポンプ場　機械設備工事 上町
上下水道課

15,960,000 円 ㈲能登電業社

上町第 1 送水ポンプ場　築造工事 上町 16,170,000 円 ㈱青木産業

町道瑞穂 14 号線　道路改良工事（舗装工） 瑞穂 建設課 8,925,000 円 丸建道路㈱

配水管布設工事（中ノ又地内） 上町 上下水道課 13,807,500 円 北能産業㈱

崎山センター　電気設備改修工事 崎山 広報情報
推進課

11,298,000 円 鳳珠電気工事㈱

能登町有線テレビ施設　撤去工事 管内 8,736,000 円 能登通信建設㈱

広報紙では、契約金額500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。 　問監理課☎62-8504

まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATION

税金 / 保険料納期

今月の納期限は 1 月 31 日㈭です。
〈税　金〉  町・県民税  第４期
　　　　  国民健康保険税  第７期

〈保険料〉介護保険料  第７期
　　　 　 後期高齢者医療保険料  第 10 期

INFORMATION
まちからのお知らせ＆ニュース

　全国大会に出場する小学生の激励会が 12 月 17
日、能都庁舎で開かれ、選手 5 人が激励を受けま
した。選手らは「前回以上の成績を目指したい」「い
つもどおり頑張ってきます」など抱負を述べました。

平成 25 年能登町消防団出初式

岩井戸分団に新型ポンプ車を配備

西谷幸一さん（不動寺
分団 ）が敢闘賞

名簿登載申請書を忘れずに

増改築などで有線テレビ施設を移設
する場合は、必ず事前に連絡を

ごみ出しは午前 8 時 30 分までに 全国大会出場小学生を激励

スポーツ

出初式ほか

農業委員会

有線テレビ

ごみ収集 ニュース

消防

お知らせ

お願い

お知らせ

【入札結果】
11月16日～12月15日

〈日時〉1 月 6 日㈰ 9:00 ～　〈場所〉能都体育館（崎山）
〈一斉放水〉宇出津港いやさか広場　10:30 ごろ　
　　　　　（放水開始時間は多少前後します）
※能都体育館駐車場、いやさか広場での当日の駐車
はご遠慮願います。一斉放水前に宇出津地内を消防
車がパレードしますので、ご協力をお願いします。

　岩井戸分団消防
ポンプ自動車の更
新配備に伴う入魂
式 が 11 月 18 日、
八 幡 神 社（ 当 目 ）
で行われました。
　式典には関係者約 70 人が参加し、最新鋭機能を
備えたポンプ車の導入を祝いました。

　第 10 回石川県消防団活動発表会
が 12 月 2 日、県立看護大学で開催
され、不動寺分団の西谷幸一さんが
敢闘賞を受賞しました。西谷さんは

「小さな分団」と題して、日ごろの
消防団活動について発表しました。

　次の要件に該当する人は、名簿登載申請ができま
す。条件を満たす人は申請してください。
①平成 25 年 1 月 1 日現在、能登町に住所がある人
②平成 5 年 4 月 1 日以前に生まれた人
③ 10㌃以上の農地を耕作する人（経営主）、または
経営主の同居親族や配偶者で年間約 60 日以上耕作
に従事している人

〈提出期限〉1 月 10 日㈭
問農業委員会☎ 76-8303

　家屋の取り壊しや外壁のリフォーム、エアコン室
外機の設置などで、保安器を取り外したり、ずらし
たりする必要がある場合やケーブルの引込線が支障

になる場合は、必ず事前に
能登町有線テレビに連絡し
てください。
問広報情報推進課
　☎ 76-8301

　冬期間のごみ収集は、除雪作業の時間帯を避けた
り、天候の具合を見て出直すなどにより時間が遅れ
る場合がありますので、ご了承ください。
　ごみ出しは、通常どおり午前 8 時 30 分までに出
すようご協力をお願いします。

問環境対策課☎ 62-8507
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心と体を育むスポーツの力
■オータム・リーダースクール 2012（11/23・24）

　能登町スポーツ少年
団 の オ ー タ ム・ リ ー
ダースクールが、内浦
体育館と能登少年自然
の家で開催され、団員、
指導者、保護者など約

40 人が参加しました。今年はソフトバレーボールやオ
リエンテーリングなどで交流し、団体生活をとおして協
調性やリーダーとしての心構えを学びました。

■指導者研修会（12/2）
　内浦スポーツ研修セ
ンターで開催された研
修会にスポーツ少年団
指導者や保護者ら約 30
人が参加。心肺蘇生法
やスポーツ障害、けがの予防などについて学びました。

■小学生体力づくり教室（12/6）
最 終 回 は 内 浦 ス ポ

ーツ研修センターで開
催。5 月 か ら 24 回 に
わたり開かれた最終日
も、元気いっぱいに運
動を楽しみました。

小木中学校・つなぐプロジェクト
■被災地とつなぐ～漁船 2 隻を大槌町に寄贈～
　本年度、『つなぐプロジェクト』と銘打って防災教育
や柳田中学校との里山里海交流、地域との交流などさま
ざまな活動を行っている小木中学校。その一環として、
生徒らがペンキを塗った漁船 2 隻が 11 月 16 日、岩手
県大槌町に贈られました。
　廃棄予定の船を小木中学校が譲り受けたもの。被災
地の漁業復興を目的に、7 月からボランティアの業者と
3 年生が中心になって補修・修繕作業を行ってきまし
た。16 日夕方に 3 年生の広
瀬由奈さんと新谷和希さんの
2 人を含む 10 人がクラスメー
トらに見送られて大槌町に出
発。ビデオレター、名前が書
かれた大漁旗と共に新おおつ
ち漁協に引き渡されました。

■地域を守る～生徒手作りの海抜表示板を設置～
　12 月 17 日、 小 木 中 学
校 2 年生 19 人が技術科の
授業で制作した海抜表示
板を、通学路や避難路に
設置しました。表示板は
さまざまな形のベニア板

に 10㍍、15㍍、20㍍の表示が入っています。設置には、
町危機管理室と能登消防署内浦分署が協力しました。

前列左から、大町諒君（鵜川小 4 年）、辻口凜君（同）、山本幸太君（柳
田小 6 年）、濵中彩花さん（宇出津小 4 年）、濱田すみれさん（同）。
山本君は第 21 回全国小学生バドミントン選手権大会（静岡県袋
井市、12 月 23 ～ 27 日）に出場。ほかの 4 人は第 12 回全国小学
生ソフトテニス大会（千葉県白子町、3 月 29 ～ 31 日）に出場

光ケーブル保安器
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○第 30 回日本伝統漆芸展
〈期間〉1 月 23 日㈬～ 2 月 18 日㈪
〈会場〉石川県輪島漆芸美術館

　伝統の継承と現代生活への応用をテーマ
に毎年開催。今回は入選作品全 106 点を
展示します。新進から重鎮まで、漆工芸へ
の飽くなき挑戦にご期待ください。

○叩き堂祭り
〈日時〉1 月 6 日㈰　19:30 ころ～

　村人にいけにえを求めたヒヒを神の力で
退治したという伝説。それを再現した奇祭

「叩き堂祭り」が白山神社（片岩町）で行
われます。

○雪中ジャンボかきまつり 2013
〈日時〉１月 26 日㈯　10:00 ～ 16:00

　　　  １月 27 日㈰ 　 9:00 ～ 15:00　
〈場所〉あすなろ広場

　総延長 300 メートルのジャンボ炭火コー
ナーで味わう新鮮な牡蠣は絶品です。

能登町から 2 市 1 町の広報紙に「のと寒
ぶり祭り」を紹介しました。

輪
島
市

珠
洲
市

穴
水
町

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）
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■新刊案内
ある一日　いしい  しんじ
もしかして私、大人の発達障害かもしれない！？
　田中康雄
平成24年度　代表作時代小説　日本文藝家協会
Ｋ　三木  卓
あるじは家康　岩井三四二
日本人の知らない日本語③　蛇蔵＆海野凪子
　
■行事予定
　・読書会　1 月 23 日㈬ 13:30 

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、29日～1月3日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日、12月28日～1月4日

9 日㈬ 14:00　かるたとり大会（小学生以上）
11 日㈮ 10:30　★子育て教室
15 日㈫  随 時　ごいたあそびに挑戦しよう月間（小学生以上・大人）
18 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム
21 日㈪ 15:30　あそびの教室（スポーツチャンバラ・学童行事）
25 日㈮ 10:30　★身体計測

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日、12月29日～1月3日

8 日㈫ 15:00　こどもお正月遊び大会　※松波公民館と合同
9 日㈬ 15:00　新春ミニお茶会

11 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
16 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「大なわとび」
19 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティアひまわり
25 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）

 ■明治の兄弟　早乙女　貢
　西軍の侵攻によって炎に包まれた
鶴ヶ城で、男装して自ら銃を取って
戦った妹・八重。そのころ、兄・覚馬
は京都で新しい時代を見据えて獄中か
ら政治改革を訴えていた―。会津人の
魂を胸に明治を生きた兄妹の絆を余す
ところなく描き出す。 

■願いのかなうまがり角
岡田　淳

　ぼくのおじいちゃんはすごい。かみ
なりのむすめさんとけっこんして、世
界中からチョコレートもらって、いま
はぼくのうちのそばのアパートにい
る。おじいちゃんがぼくだけにおしえ
てくれたひみつのはなし。

町民ソフトバレーボール大会
参加チーム募集

〈日時〉1月27日㈰8:30～12:00
〈会場〉内浦体育館　〈参加料〉無料
〈参加資格〉町在住の中学生以上
〈チーム編成〉①原則同一公民館下の
住民で編成（4人制）
②1チーム4～8人の部門別
③ほかのチームとの二重登録不可
④チーム名に公民館名を入れる

〈部門〉男子の部、女子の部
〈申し込み〉所定の申込書で1月18日
㈮までに公民館へ提出
問教育委員会事務局☎72-2509

第7回町民エンジョイテニス大会
参加者募集

〈日時〉1月20日㈰10:00～
〈場所〉WAVEのと   〈募集人員〉40人
〈参加資格〉高校生以上の能登町民
※初心者優遇します。

〈参加費〉1人1,500円
〈申込期限〉1月18日㈮13:00まで
〈申し込み・問い合わせ〉町テニス協
会事務局大黒☎62-3884

第3回能登町民グラウンドゴルフ交
流大会（11/11）

〈団体〉①石井Ａ②崎山MSSY③SNク
ラブ

〈協会男子〉①広橋義男②小谷米男③
大網定市

〈協会女子〉①山瀬栄美子②藪下加代
子③桶屋歌子

〈一般男子〉①松原鉄郎②出村喜久夫
③東風國雄

〈一般女子〉①小正礼子②田中恵美子
③仲野まつい

第24回能登町インディアカ大会
（10/18～11/19）
①高倉消防団
②TEAM Ｔ
③高倉
④木郎走志会A
⑤GTN　⑥あっち向いて来い！

第17回奥能登剣道大会（11/4）
〈団体〉②能登町A
〈高校男子〉①和田義樹
〈同女子〉②坂森かりん
〈中学男子〉①坂下流介②室石朔太郎
〈同女子〉③橋口紗矢子、東崎渉
〈小学生高学年〉①為脇佑③高田智哉
〈小学生女子〉①坂下ちえり②国重季
里香

第 41 回河村旗争奪記念柔道大会
（11/25）
〈小学1年〉③尾形幸誠
〈小学3年〉①重野泰成

『キンボール』

ニュースポーツ紹介⑦

コートサイズは最大 21 ｍ× 21
ｍ、 最 小 で 13 ｍ × 16 ｍ。

参加者の身体条件や年齢を考慮して
コートサイズを決めてもかまいませ
ん。直径約 122 ｃｍのビックなボー
ルでヒットやレシーブを繰り返す
ゲームで 1 チーム 4 人の 3 チーム
でプレーします。
　各チームのキャプテンがじゃん
けんをして、勝ったチームがヒッ
ト（サーブ）権を得ます。ヒットす
るチームは 3 人でボールを支えま
す。ヒット以外の 2 チームは、ボー

ルを囲むように守備につきます。審
判の合図で、ヒットチームの残り 1
人が「オムニキン」と言い、続いて

「レシーブチームの色」を大きな声
でコールします。ヒットされたボー
ルは指定された色のチームが、床に
落ちる前にレシーブします（全身使
用可）。レシーブに失敗すると、失
敗したチーム以外の 2 チームに 1
点ずつ加算されます。レシーブチー
ムのヒットでゲームを再開。ゲーム
時間は 1 ピリオド 15 分の 3 ピリオ
ドマッチで、総得点数を競います。

※出前講座でもニュースポーツの紹
介があります。スポーツ推進委員が
楽しく丁寧に指導します。

問教育委員会事務局☎ 72-2509

第 24 回石川県スポーツ少年団柔道
交流大会（12/2）

〈個人6年生〉③大森済生

空柔館空手道選手権（12/2)
〈幼年〉③西海能仁
〈総合格闘技〉①西海成吉②紙子輝芳
〈敢闘賞〉西海温人

第31回全能登ジュニアバドミント
ン大会（11/23）

〈男子小学6年〉①正木涼太・山本幸太
〈同5年〉②中谷龍空・山岸大洋
〈女子小学6年〉①中谷心萌・川崎奈
津希③佐賀瑞紀・中前りか

第31回石川県小学生バドミントン
団体選手権大会（11/24）

〈6年男子〉③能登町ジュニア

第14回北信越小学生ソフトテニス
インドア大会（12/1・2）

〈5年男子〉③大町諒・辻口凜

第12回石川県小学生学年別ソフト
テニスインドア大会（12/9）

〈男子4年以下〉②大町諒・辻口凜
〈女子4年以下〉③濵中彩花・濱田す
みれ

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポー
ツ少年団などからの報告で掲載しています。
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☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

健康福祉課 ☎ 72-2504
◆乳児健診・BCG接種

〈日時〉2 月 7 日㈭　〈受付〉12:45 ～ 13:00
〈対象〉平成 24 年 7 月 5 日～ 9 月 6 日生
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子手帳、健診おたずね票、BCG 予診票、

バスタオル 1 枚

◆1歳6カ月児健診
〈日時〉2 月 28 日㈭　〈受付〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 23 年 6 月 14 日～ 8 月 28 日生
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子手帳、健診おたずね票

◆3歳児健診
〈日時〉1 月 31 日㈭　〈受付〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 21 年 9 月 1 日～ 11 月 15 日生
〈場所〉能都庁舎   4 階大集会場　
〈持ち物〉母子手帳、健診おたずね票、採尿容器

◆離乳食教室～スタート編～
　これから離乳食を始めるころから、おおよそ 7 カ月ご
ろまでの教室です。参加費は無料です。身体計測もでき
ますので、ぜひ参加してください。参加を希望する人は、
申し込みが必要ですので、下記まで連絡してください。

〈日時〉1 月 8 日㈫　〈受付〉10:00 ～ 10:20
〈場所〉こどもみらいセンター
〈持ち物〉母子手帳、大人用エプロン、子ども用エプロ

ンとスプーン、おむつなど
〈担当〉保健師・栄養士　
〈連絡先〉健康福祉課☎ 72-2504

■診察券が新しくなります
　当院では電子カル
テの導入を進めてお
り、再来受付機に対
応した磁気式の新し
い診察券になります。
　長年お使いいただ
い た 診 察 券 で す が、
１月中旬から順次更新しますので、総合受付までお持ち
願います。

■内科医師が替わります
　10 月から 12 月に内科医師として勤務した梶 喜一郎
先生に替わり、1 月から 3 月までの 3 カ月間、公立宇
出津総合病院の内科医師として竹越 快（たけごし・かい）
先生が勤務します。

■インフルエンザの予防接種について
○高校生未満　※予約が必要です

〈場所〉小児科外来（２階）
〈受付時間〉月、水、木、金曜日、第１・３火曜日
　　　　　10:00 ～ 11:30 、14:00 ～ 16:00
○高校生以上　※予約は必要ありません

〈場所〉検診科（１階内科外来の隣）
〈受付時間〉平日（月～金）9:00 ～ 12:00
※予診票に記入の上、来院してください。

■糖尿病・内分泌外来診察日の案内
　糖尿病のコントロール・治療が必要と判断された人、
高脂血症などの人を対象に専門医が精密検査や治療を行
います。内科外来までお越しください。
診察：太田医師　　1 月の診察日：7 日㈪、28 日㈪

■医療費の支払いについて
　当院は、土日・祝祭日でも医療費の支払いが可能です。
　※ただし、休日以前に生じた医療費に限ります。

〈場所〉総合受付　〈受付時間〉8:30 ～ 17:15

■年末年始の診療のお知らせ
　年始の休診期間は、1 月 3 日㈭までです。
　救急の場合は、いつでも受け付けします。
　1 月 4 日㈮からは、通常どおりの診療となります。

1 月 1 日㈫ 2 日㈬ 3 日㈭ 6 日㈰

小西医院 千間内科クリニック 田中クリニック 持木メディカル
クリニック

☎ 82-6800
珠洲市正院町

☎ 62-1001
能登町宇出津

☎ 82-0500
珠洲市野々江町

☎ 62-1210
能登町宇出津

北川内科クリニック 永井医院 まるおかクリニック 舩木クリニック
☎ 0768-52-3555

穴水町大町
☎ 0768-22-0032

輪島市鳳至町
☎ 0768-52-8228

穴水町川島
☎ 0768-23-0866
輪島市釜屋谷町

13 日㈰ 14 日㈪ 20 日㈰ 27 日㈰

なかたに医院 持木メディカル
クリニック みちした内科クリニック 生垣医院

☎ 82-8333
珠洲市上戸町

☎ 62-1210
能登町宇出津

☎ 82-0877
珠洲市飯田町

☎ 76-0001
能登町柳田

輪島診療所 粟倉医院 宮丸医院 まるおかクリニック

☎ 0768-23-8686
輪島市堀町

☎ 0768-32-0018
輪島市町野町

☎ 0768-43-1331
輪島市門前町

☎ 0768-52-8228
穴水町川島

【受付 9:00 ～ 12:00】　
都合により当番医が変更
になる場合がありますの
で、あらかじめ電話して
から受診してください。

能登北部医師会
休日当番医

（1月）

【レシピ 21】かぶらずし　
　かぶら（かぶ）と麹を使った、さばやぶりが出回る冬の保存食。石川県の郷土料理でもある。

〈材料〉
かぶら　中 20 個　
塩　　 　50 ｇ程　

（かぶらの重量の 3％）
麹　　　200 ｇ
米　　　2 合
 （ごはんで約 700 ｇ程度）
塩さば　 2 本
酢              300cc

（魚がつかるくらいの量）
人参　     1 本
ゆずの皮　1 個分
唐辛子 　2 本
切昆布　 適量

○作り方　
①かぶらは皮をむき 2㎝幅に切り、さばを挟むために切り目を入れる。
②重石をして塩漬けする。水が上がったらザルに取り、水切りする。（1 週間くらい）
③麹は 80 度ぐらいのお湯にひたし、やわらかくなったら炊きたてのご飯に入れ、炊飯
　器のスイッチを抜き、時々混ぜながら冷めるのを待つ。
④塩さばは、さっと水洗いし 3 枚におろす。腹骨、中骨をそぎとり皮をひいて尾の方か
　ら 5㎜ぐらいの厚さにそぎ切りし、酢に浸す。
⑤人参、ゆずの皮は細切りにし、ナンバは種を抜いて 5㎜の輪切りにする。
⑥桶の底に③の麹をしき、かぶらにさばをはさんで
　並べる。一段並べたら麹をのせ、人参・ゆず・と
　うがらし・切昆布をパラパラと入れて、手でしっか
　り押す。これを繰り返して漬け込む。
⑦落とし蓋をし、重石をのせてナイロンをかぶせて
　しっかりと紐で結び、発酵するのを待つ。
　1 週間くらいで食べ頃となる。
　　　　　　　　　　　　【能登町食生活改善推進員】
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むし歯をつくる原因には①糖質②むし歯になる菌③
歯の質④時間―が関係しています。

　予防するには①糖質を減らす②むし歯菌を減らす③歯
の質を強くする④食後すぐに口の中をきれいにする―こ
とが大事になります。例えば、おやつの内容を変える、
食べたら歯を磨く、フッ化物を利用するなどがあります。
お子さんが自分でうまく磨けないうちは、保護者の方が
仕上げ磨きをして口の中をきれいにしてあげましょう。
　むし歯になるとよく噛まずに食べてしまい、肥満にも
つながります。まずはむし歯予防、できてしまったら早

めに治療をし、口の
中の健康状態をよく
しましょう。
　能登町では、歯の
質を強くするために
生後 10 カ月から４
歳未満までのお子さ
んを対象にフッ化物塗布券を発行しています。６回に限
り町内歯科医院にて無料でフッ化物塗布を受けることがで
きますので、賢く利用してください。

上手にむし歯予防、よくかんで肥満予防
～むし歯のない丈夫な歯で、よくかみ元気な体をつくろう～

インフルエンザを
予防しよう！

①流行前に予防接種を受ける
　町の助成期間は１月末日までです。
　まだの人はお早めに。
②外出後の手洗い・うがい
　の励行
③咳エチケットを実施する
　マスクの着用、ティッ
　シュなどで口と鼻を押
　さえ、他の人から顔を
　そむけるなど
④流行時はできるだけ
　人ごみを避ける
⑤栄養と休養を十分にとる



　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

みます）について必要となります。
※制度の詳細については、国税庁
ホームページをご覧ください。　
問輪島税務署☎ 0768-22-2241

石綿による疾病の補償・救済　    

　中皮腫や肺がんなどを発症し、そ
れが労働者として石綿ばく露作業に
従事していたことが原因であると認
められた場合には、労災保険法に基
づく各種の労災保険給付や石綿救済
法に基づく特別遺族給付金が支給さ
れます。
　石綿による疾病は、石綿を吸って
から非常に長い年月を経て発症する
ことが大きな特徴です。
　中皮腫などで亡くなられた人が過
去に石綿業務に従事していた場合に
は、労災保険給付などの支給対象と
なる可能性があります。まずはお気
軽に石川労働局または最寄りの労働
基準監督署にご相談ください。
問石川労働局☎ 076-265-4426

「休日よろず相談所」を開設　   

　金沢地方法務局輪島支局では、法
務局で取り扱っている登記、戸籍、
国籍、供託、人権擁護および筆界特
定などの各業務について、皆さんか
ら気軽に相談いただけるよう『休日
よろず相談所』を開設します。
　法務局職員と人権擁護委員が相談
をお受けします。相談は無料、相談
内容の秘密は守ります。
　同日、法務局職員による講座や人
権ビデオ上映会なども実施する予定
です。ぜひお越しください。

〈日時〉1 月 20 日㈰ 12:00 ～ 15:00

〈場所〉金沢地方法務局輪島支局
            （輪島地方合同庁舎内）
問金沢地方法務局輪島支局
　☎ 0768-22-0426

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎　
1月9日㈬、18日㈮  10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘　
1月8日㈫、22日㈫  10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター　
1月10日㈭  13:30～15:30
■小木活性化センター
1月21日㈪  13:30～15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

行政相談委員にご相談ください

　暮らしの中のさまざまな困りごと
を、総務省から委嘱を受けた行政相
談委員が無料で相談に応じます。
　お気軽にご相談ください。

〈相談時間〉 10:00 ～ 12:00
会場 日程 相談委員

笹ゆり荘 1月15日
㈫

廣橋相談委員
☎ 76-0088

問役場総務課☎ 62-8510

能登法律相談センターの相談日 

〈1 月〉17日、24日、31日（木）
〈時間〉13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町保健センター

※前日 17:00 までに金沢弁護士会へ
電話予約ください。（先着 5 組）

〈相談料〉30 分以内：5,000 円
※負担が困難な人で、法律援助資力
基準に該当すれば 1 回のみ無料。ク
レサラ相談は初回無料。
問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

狩猟免許試験・講習日程について  

〈申込期間〉2 月 8 日㈮まで
〈申込先〉県奥能登農林総合事務所

企画調整室
〈講習会日時場所〉2月17日㈰8:40～

県地場産業振興センター本館
〈試験日時場所〉2月22日㈮9:30～

石川県庁11階1105室
問役場農林水産課☎ 76-8302

気になる年金記録のご確認を        

　1 月末から「気になる年金記録、
再確認キャンペーン」を開始します。
　いまだ約 2,200 万件の持ち主が確
認できていない年金記録が残ってい
ます。ご自身の年金記録に「もれ」
や「誤り」があるのではと心配のあ
る人は、お近くの年金事務所などに
ご相談ください。
問七尾年金事務所お客様相談室
　☎ 0767-53-6511、6512、6513

石川県警察音楽隊「定期演奏会」    

　第 22 回石川県警察音楽隊定期演
奏会「ふれあいコンサート 2013」
を開催します。入場は無料です。

〈日時〉2 月 17 日㈰開場：12:30
開演：13:30（終演 16:00 ころ）

〈場所〉本多の森ホール
　　　（金沢市石引 4-1-1）

〈曲目など〉
・行進曲「76 本のトロンボーン」
・「パリの喜び（オッフェンバック）」
・美空ひばりメドレー
ほか、ドリル演奏など
問石川県警察本部広報室
　☎ 076-225-0110（内線 2143）

珠洲市総合病院からのお知らせ   

　珠洲市総合病院では、1 月 4 日の
通常診療から次の点を変更します。

・総合受付にタッチパネル式の機械
２台を導入
　診察券を入れて画面
に触れるだけの簡単手
順です。受け付けが終
了 す る と 受 付 票（ 紙 ）
が出ますので、診療科
へお持ちください。
　受け付けは 8 時から。当院の診察
券をお持ちの人は使用できます。導
入直後は、職員がお手伝いしますの
でご安心ください。

・電子カルテを導入
　紙で保管してきた診療記録をコン
ピュータ管理に切り替えました。

・クレジットカードでのお支払いが
可能になります
　受診後のお支払いや薬の受け渡し
などは、これまで通り職員が窓口で
応対します。
問珠洲市総合病院☎ 82-1181

介護福祉士国家試験（実技）　    

　石川県福祉人材センターでは、介
護福祉士国家試験（実技）を受験する
人を対象に準備講習会を開催します。

〈日時・開場〉
① 2 月 20 日㈬　
② 2 月 21 日㈭
　福祉総合研修センター
　（金沢市本多町 3-2-15）
③ 2 月 23 日㈯　
　青山彩光苑リハビリテーションセ
　ンター（七尾市青山町ろ部 22）

④ 2 月 24 日㈰　
　特別養護老人ホーム松寿園
　（小松市向本折町ホ 31）
※時間はいずれも 9:30 ～ 16:00

〈内容〉実技試験時の注意事項、合格
に必要な介護技術の確認、模擬試験
など（各回とも同一内容）

〈参加費〉各回3,150円（テキスト代別）
〈定員〉各回 30 人

問石川県福祉人材センター
　☎ 076-234-1151

ふぐ処理資格者試験準備講習会  

　㈳石川県調理師会では、日々仕事
に追われ勉強する機会の少ないふぐ
取扱者の皆さまに、試験に向けての
事前準備講習会を開催します。

〈日時〉1 月 29 日㈫ 9:00 ～ 16:30
〈場所〉金沢勤労者プラザ

　（金沢市北安江 3-2-20）
〈受講料〉23,000 円（テキスト代含）
〈定員〉30 人程度
〈締切〉定員になり次第
〈申し込み〉申込書は石川県調理師

会、県薬事衛生課、最寄りの保健福
祉センターでお受け取りください。
問㈳石川県調理師会
　☎ 076-261-0144

記帳・帳簿の保存対象者が拡大   

　個人の白色申告者のうち前々年分
あるいは前年分の事業所得、不動産
所得または山林所得の金額の合計額
が 300 万円を超える人に必要とさ
れていた記帳と帳簿書類の保存が、
平成 26 年１月からは、これらの所
得を生ずべき業務を行う全ての人

（所得税の申告が必要のない人を含

有料広告 有料広告

職 員 募 集職 員 募 集（長寿園・第二長寿園・第三長寿園）

〈職　　種〉看護師または准看護師（１名）
〈応募書類〉履歴書、ハローワーク紹介状、免許証の写し

平成 25 年 4 月
特別養護老人ホーム

第三長寿園
新築オープン

（特養個室 20・ショートス
テイ個室 20）
珠洲市宝立町鵜飼（旧珠洲実
業高校グラウンド横）
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　もう一年間、風の人「山
﨑昭宏さん」に裏表紙をお
願いした。鉛筆でのデッサ
ンだからこそ伝わる「何か」
がある。早速、当たり前だ
った北アルプスの景色が違
って見えた。広報を片手に
山座同定。次に展望できる
日が待ち遠しい。

人口（人） 20,274 － 43

男 9,590 － 13

女 10,684 － 30

世帯数（戸） 8,099 － 24

（前月比）
◉人口・世帯数  平成 24年12月1日現在

こ せ き

の ま ど

11/15 ～ 12/14
個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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LADY’S  SHAVING
レディース  シェービング

女性の心と素肌に上質の癒しと潤いを。

【透肌シェービング】20 分￥2,500　お顔剃り＋アロマスチーム

　アロマスチームで毛穴の汚れを浮き上がらせるので、カミソリでうぶ毛と共に汚れを取り除きますので、より透明感あるお肌になります。

【絹肌シェービング】35 分￥3,500　透肌シェービング＋炭酸ジェルパック

　透肌シェービング後に炭酸ジェルパックすることで、毛穴の奥の汚れを取り除き、肌の奥まで栄養分が行き渡りやすくなります。
　ワントーン明るい美白効果が期待できます。

【活肌シェービングスパ】60 分￥5,000　絹肌シェービング＋フェイシャルスパ＋ EMG ポレーション

　絹肌シェービング後に EMG ポレーションによって美容成分である細胞成長因子を肌の奥にしっかり送り届けます。ポレーションとは針
を使わずに美容成分を肌の奥深くに運ぶ美容方法です。シミ、シワの改善、肌の弾力感、リフトアップ効果、小顔効果を実感いただけま
す。一切痛みはなく、美容先進国ヨーロッパ、ビューティークリニックでは針のないメソセラピーとして人気です。
　あまりの心地よさに心の底から至福の時間を過ごしていただけるメニューです。

※シェービング受付10:00～15:00  完全予約制です
穴水町此の木
☎ 0768-52-1510

女性のための特別な新メニュー
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能登空港 1 月のイベント
★ 1 月 1 日（元日）
○新年の「初日の出」は能登空港で！
～雪がなければ滑走路ライトなどの
　　　　特別点灯が見られるかも～

〈時間〉6:30 ～
〈場所〉能登空港３階展望デッキ
〈主催〉能登空港ターミナルビル㈱
 ○能登空港　
　能登大納言小豆ぜんざい振る舞い

〈時間〉10:00 ～ 16:00
〈場所〉１階能登の旅情報センター
〈数量〉限定 300 食

★ 1 月 6 日㊐
○お茶会「花とお茶でのおもてなし」

〈時間〉10:00 ～ 16:00
〈場所〉１階能登の旅情報センター
〈協力〉淡交会

★ 1 月 13 日㊐
○のっぴーグラスづくり
　～のっぴーのお正月～

〈時間〉10:00～12:00、13:00～15:00
〈場所〉1 階能登の旅情報センター
〈対象者〉一家族１個程度（子ども
連れの場合は子どもの数）小学生以
下優先

〈参加費〉無料　〈数量〉限定 50 個

★ 1 月 20 日㊐
○おらが故郷お国自慢
　志賀疾風志童太鼓ミニコンサート

〈時間〉14:00 ～　〈場所〉２階ロビー
〈協力〉志賀町

問能登空港賑わい創出実行委員会
　☎ 0768-26-2303

能登町商工会青年部では能登町
の PR に役立てるイメージキャ

ラクターを製作するため、約２カ月
間キャラクターを募集しました。
　能登町内外の幅広い年齢層から
158 作品もの応募がありました。作
品は能登の祭りや文化を題材にした
ものや能登の食材を題材にしたもの
が多く、能登町の魅力がさまざまな
形で描かれていました。
　作品選考は、商工会青年部員によ

る第 1 次審査を実施し 158 作品か
ら 32 作品に絞り込みました。その
結果を基に能登町イメージキャラク
ター選考委員会による第 2 次審査
を実施。協議の結果、次の作品が最
優秀作品に決定しました。
　選考委員に多くの支持を得ている
ことに加え、イメージの親しみやす
さと、やわらかい線が能登町の雰囲
気に合っていることなどから、この
作品が選ばれました。

能登町イメージキャラクター
最優秀作品発表！

ご応募ありがとうございました。～能登町商工会青年部～

キャラクター名

【作者】黒田富士雄さん（静岡県）

能登町に住む「能登里山里海の妖精」とい

う設定で、名前は「のっとりん」です。

名前は能登の方言で「勢いがある」に

ちなんでいます。

名前以外はまだ謎が多い妖精なの

で、新しい仲間や友達も出てく

るかも・・・

今後の「のっとりん」の

活躍にご期待ください！


